
 

 

 

第８章 計画の推進 
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参加 
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参加 参加 

参加 
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参加 

参加 

参加 

参加 

１ 地域福祉保健推進体制の充実 

地域福祉保健の推進については、これまで積み上げてきたものを充実・発展させる

ところからはじまります。⾔い換えれば、本市の地域福祉保健の次のステップは推進

体制を充実することであると考えます。 
 
(1) 地域福祉推進体制の現状 

地域福祉を推進するのは市⺠⼀⼈ひとりです。本市における地域福祉計画の最⼤

の成果（強み）は、第２期桑名市地域福祉計画の策定を通じて市⺠が主体的に地域

福祉活動を⾏うための市⺠会議を⽴ち上げ、活動を続けていることです。 

市⺠会議の活動については、計画の基本⽬標に沿って、『⼈づくり』『仕組みづく

り』『場づくり』の３部会を基本に、計画を推進しています。各部会は、実際に活動

する活動グループからなり、また、部会の枠を超えた横断的な委員会『広報委員会』

『運営委員会』『組織委員会』の３つを設け、広報啓発、活動の調整、既存の活動団

体との連携調整などを⾏っています。 

●市民会議を中心とした地域福祉推進のイメージ（第３期桑名市地域福祉計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 



89 

第２期桑名市地域福祉計画のはじまった2009（平成21）年度から10年が経過し

ました。その間、市⺠会議は、さまざまな地域課題の解決に向けて⾃らが活動主体

となって積極的に活動してきました。しかし、メンバーの増員など市⺠会議⾃体の

拡充を図ることができず、その活動に広がりがみられなかったことが課題として残

りました。 

こうした点を踏まえ、今後は、本市における地域福祉活動が市⺠会議を中⼼に活

性化し、地域包括ケアシステムの「互助」の部分を確実に担えるよう充実を図る必

要があります。 

これまで、市⺠会議においては活動の範囲を全市域（第１層）として、⾏政及び

社会福祉協議会との連携のもと、取組を推進してきました。その間、⾏政及び社会

福祉協議会は、概ね第３層における地区社協の設⽴を進めるとともに、⽣活⽀援コ

ーディネーター（全市域及び地域包括⽀援センター管轄区域）を配置し、より市⺠

の⽣活に根ざした「地区」を単位に市⺠の⽣活を⽀援する取組を進めてきました。 

また、本市では2017（平成29）年から、概ね⼩学校区を単位として住⺠が主体

的にまちづくりに取り組むことができる体制の構築を⽬指し、（仮称）まちづくり

協議会の形成を推進しています。2019（令和元）年５⽉に、城南まちづくり協議会

が設⽴され、「災害時声かけマップ」の作成などの活動が⾏われています。その他の

地域においても、準備組織が⽴ち上げられ、（仮称）まちづくり協議会の設⽴に向け

た準備が進められています。 

 

(2) これからの推進体制 

こうした背景のもと、本計画の期間となる2020（令和２）年度以降においては、

地域福祉圏域を意識しながら、市⺠会議の取組と地区社協や（仮称）まちづくり協

議会をはじめとした地域の住⺠主体の取組等をつなげ、より地域ごとの実情に即し

た取組に持っていくべきと考えます。 

そこで、これまで活動してきたメンバーを含む2020（令和２）年度以降の市⺠会

議のメンバーが、それぞれ関⼼のあるテーマや得意な分野の知識・技術を⽣かし、

主に第１層において活動を実践するとともに、活動の企画提案をする役割を担い、

地区社協や（仮称）まちづくり協議会など関係団体と連携して、主に第３層におい

ても取組を進めていくよう、推進体制の充実を図っていきます。 

⾏政及び社会福祉協議会は連携しながら、市⺠主体の活動を同じ「場」において

⽀援していきます。 
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●新たな地域福祉推進のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行政及び社会福祉協議会による支援体制 

(1) 支援体制 

地域福祉を推進するのは市⺠⼀⼈ひとりですが、⾏政及び社会福祉協議会も協働

で取組を進めてきました。前述したとおり、今後も⾏政及び社会福祉協議会は、地

域福祉推進に係る共同事務局（以下「共同事務局」といいます。）を設置し、市⺠会

議を継続的に⽀援するとともに、市⺠との協働による取組の具体化を推進していき

ます。あわせて、できる限り多くの市⺠が地域福祉活動へ参画できるよう、計画の

周知・啓発をさまざまな場⾯で⾏っていきます。 

その際、本計画の進捗状況を把握し、評価するとともに、計画の⾒直しや新たな

取組等に関する検討を⾏います。 

本計画は、福祉、保健、医療、教育、まちづくり、防災等、多様な分野にわたっ

市民会議 
活動 

桑名市 

（仮称）まち
づくり協議会 

地区社協 

桑名市 
社会福祉協議会 

活動 

ボランティア・
ＮＰＯ 

活動 

活動 

市 民 
第１層 

第３層 

第２層 

企画提案 
・⽀援 

連携 

⽀援 

生活支援 

コーディネーター 

⽀援 

取組を
評価 
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ているため、共同事務局が中⼼となり、庁内関係部署や関係機関が相互に連携して

施策を推進していきます。 

 

(2) 社会福祉協議会による地域福祉活動計画の策定・推進 

社会福祉法第109条では、社会福祉協議会について「地域福祉の推進を図ること

を⽬的とする団体」として規定しています。また、本市においては、各種ボランテ

ィア活動や地域福祉計画推進市⺠会議の活動など市⺠の主体的な取組を直接⽀援

してきたのも社会福祉協議会でした。こうした背景もあり、第２期及び第３期桑名

市地域福祉計画では、社会福祉協議会の取組も内容に含まれていました。 

これまでの成果を踏まえ、より効果的に本計画の内容が実現するよう、社会福祉

協議会では、本計画の理念や⽬標等を共有しながら、その基盤強化・充実の⽅策を

含む独⾃の桑名市地域福祉活動計画を2020（令和２）年度以降に策定し、効果的に

地域福祉の推進を図っていきます。 

●社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画（案）のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域共⽣社会」を⽬指して 社会構造の変化等により、社協
に求められる新たな役割・機能 ⾃然災害の発⽣に備えて 

背景・課題 

 地域活動を⽀援す
る仕組みをつくる 

⾃分の地域での取組
について、考え、取
り組める体制 

従来の仕組みにとら
われない新たな仕組
み・事業の展開 

社協内の連携体制
の構築 

大きな柱 

 

①生活支援コーディネ

ーターによる地域支

援の仕組み 

②地区社協への支援 

①地区社協ごとの計画

策定 

②地区社協と各種団体

との連携支援 

③福祉教育の推進 

①総合相談体制の強化 

②社協内の相談機関の

連携 

③総合相談に対応でき

る人材の育成 

④災害ボランティアセ

ンターなど災害時に

備えた体制づくり 

①文化・スポーツと福

祉の融合 

②外国人、ひきこもり

等新たな対象に向け

た取組 

③新たな人材（ボラン

ティア等）の発掘 

④情報発信 

計画の内容 
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３ 計画の進行管理 

本計画の進捗状況を市⺠の⽬線で把握し、評価するために、市⺠会議において進⾏

管理を⾏っていきます。計画期間中、⾃⼰評価も含め、毎年度定期的に⾏います。 

また、⾏政及び社会福祉協議会においては、計画の進捗状況を把握するとともに、

それぞれの取組の⾃⼰評価を⾏い、その情報を市⺠会議と共有しながら、市⺠会議の

進⾏管理に関する活動を⽀援していきます。 

なお、新たな取組や計画の推進⽅法については、取組の進捗状況や社会的な動向を

考慮しながら、市⺠会議、⾏政及び社会福祉協議会が協働して検討していきます。 

 

４ 関係機関等との連携 

本計画の実現に向けて、地域福祉活動、健康づくり活動等が効果的に⾏われるよう、

⾃治会連合会、⺠⽣委員児童委員協議会、健康推進員会、⾷⽣活改善推進協議会、⽼

⼈クラブ連合会、障害者団体連絡協議会、ボランティア連絡協議会など各種地域活動

団体・当事者団体・関係団体等と連携していきます。 

さらに、健康づくりに関する取組については、保健・医療的な⾒地から医師会、⻭

科医師会、薬剤師会など関係専⾨機関や県と連携していきます。 

 

５ 計画の周知 

本計画は、市⺠⼀⼈ひとりの「幸福」の実現を、市⺠、福祉関係団体、⾏政等が連

携して、推進していくことを⽬指し、策定しました。したがって、⼀⼈でも多くの市

⺠が、地域共⽣の理念のもと、地域における福祉活動や健康づくり活動に参加できる

よう、本計画が⽰した考え⽅や⽅法などを、広報、ホームページ、各種イベントなど

を通じて、積極的に周知を図っていきます。 

 


